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部門 番号 行　事　名 期　　日 会　　場 実績 主　催　者 内　　　容　　　等

1
第４３回福島市芸術文化祭主催行事

第６０回「 邦楽の祭典」
8月28日

キョウワグループ・
テルサホール

出演者数　  １３４名
来場者数　　２１５名 福島市

3年ぶりの開催となった。福島市文連協に加盟す
る邦楽愛好団体が一堂に会し、日ごろの練習成
果を発表した。

2 第７回福島県南混声合唱祭 9月4日 須賀川市文化センター
出演者数　 　 ９６名
来場者数　　１５０名

福島県南混声
合唱連盟

来賓の須賀川市長の祝辞で開会。4団体それぞ
れ発表、最後は合同合唱を披露した。コロナ禍の
運営で難局があったが無事に開催できた。

3 第４６回県北おかあさん合唱祭 9月11日 伊達市ふるさと会館
出演者数　 ２５３名
来場者　　　２６８名

県北おかあさん
合唱連絡協議会

コロナ禍の影響で5団体欠場15団体が練習の成果を
発表し、講師より講評をいただき練習の励みとした。
感染防止のため無観客で開催に至った。

4
第４０回
福島県マーチングフェスティバル

9月19日
福島県営あづま総合
体育館　メインアリーナ

出演者数　 ８００名
来場者数　２８４８名 福島県吹奏楽連盟

マーチングバンド・バトントーワリング東北大会出
場をかけ13団体が成果を発表した。審査の結果
6団体が県代表に決定した。

5
令和4年度
福島岳風会吟道大会

9月29日 ふくしん夢の音楽堂
出演者数　 ５２２名
来場者数　 ６００名 福島岳風会

第1部 支部発表吟、第2部 支部対抗合吟コン
クール（5人立）、第3部 構成吟、第4部 模範吟
詠、第5部 役員吟詠。席上昇段者に許證授与。

6 第４７回「吟と舞」のつどい 9月30日 郡山市公会堂
出演者数　  ４０名
来場者数　　２０名 静山流静褒会

令和4年度全国剣詩舞コンクール東北大会入賞
者演舞、特別企画「花に舞う」など吟と舞いを披
露。コロナ禍で会員のみのおさらい会とした。

音 7 第２回　荒井一成テノール独唱会 10月1日
けんしん
郡山文化センター

出演者数　　　 ２名
来場者数　 ２５１名 みんなで作る音楽会

フランス歌曲より「　フォーレ、ショーソン」・日本歌
曲より「山田耕筰、團伊玖磨」の作品を取り上げ
ての独唱会。珠石の数々を楽しんで頂いた。

8
第４５回　全日本フォルクローレ
フェスティバル
コスキン・エン・ハポン２０２２

１０月8日～
１０月９日

川俣町中央公民館
出演者数　 ５００名
来場者数　３０００名 ノルテ・ハポン

全国各地から出場グループが集まり、様々な踊
りや演奏を披露した。コロナ禍で休止していた4
年分の想いを演奏に乗せ来場者も楽しんだ。

9
あじさいの会・三味線・ 舞踊 ・
歌謡曲合同発表大会

10月9日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　　　６８名
来場者数　　２３０名 いわき三味線の会

昨年はコロナの影響で来場者はほとんど無く寂し
い発表会だったが、予断を許さない状況の中、
230名もの来場者があり盛会だった。

10 いわき三曲連盟演奏会 10月23日 いわき市文化センター
出演者数　  ６５名
来場者数　１００名

福島県三曲連盟
いわき支部

箏、三弦、尺八の合奏

11 第３３回女声合唱の祭典 10月29日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　  １１０名
来場者数　　２００名

いわき市
女声合唱連盟

連盟加入7団体120名が集いコンサートを開催
し、会員相互の親睦と合唱音楽の普及向上を
もっていわき市音楽文化の発展に寄与。

楽 12 第２６回 しらかわ音楽の祭典 11月5日 白河文化交流館コミネス
出演者数　　７００名
来場者数　１０００名

しらかわ音楽の祭典
実行委員会

白河市・県南地域の音楽文化の振興を図るため音楽
の祭典を開催。市内小中高等学校の児童・生徒及び
一般団体による合唱・合奏が行われた。

13 第１３回大正琴演奏会 11月6日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　  ３８名
来場者数　１００名 いわき大正琴の会

市内各地の公民館などのサークルやカルチャー
スクール等で大正琴を楽しんでいる会員が、練
習の成果を披露し交流を深めた。

14
第１４回須賀川混声合唱団
ファミリーコンサート

11月13日 須賀川市文化センター
出演者数 　　５０名
来場者数　　５４５名 須賀川混声合唱団

「古関裕而」楽曲や、ヴァイオリンとの共演で
「ヴぃヴァルディが見た日本の四季」混声合唱組
曲「風のうた」などの演目で盛大に開催できた。

15 白河謡曲会　素謡会 11月20日 白河市中央公民館
出演者数　  ２７名
来場者数　　２０名 白河謡曲会 五社中で素謡を発表。

16 アンサンブル・コンサート２０２２ 11月23日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　  ４１名
来場者数　　５７名

アンサンブル・
コンサート２０２２

市内の器楽愛好家団体による、弦・管・打楽器等
によるアンサンブルの発表会。

17
第３３回
いわき市民謡の会発表会

11月27日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　 １００名
来場者数　　２３０名

いわき市
民謡（うた）の会

民謡の発表

18
会津シンフォニック・アンサンブル
第４４回定期演奏会

11月27日
喜多方プラザ
文化センター

出演者数　  ７４名
来場者数　５５５名

会津シンフォニック・
アンサンブル

１部は吹奏楽オリジナル曲、管弦楽曲アレンジ曲
２部では大河ドラマテーマ曲、はとぽっぽをモ
チーフにパロティ曲などを演奏し楽しんで頂い
た。

19
第４３回福島市芸術文化祭主催行
事　　マーチング・フェスタ２０２２

新型コロナウイルス感染防止のため中止

演
1 第３４回　会津鶴ヶ城　薪能 9月23日 会津能楽堂

出演者数　  ４０名
来場者数　１６０名 会津能楽会

会津若松市長の祝辞の後、観世流仕舞 巴など
仕舞３番、能 羽衣では装束をまとった天女が優
美な舞を披露した。

劇
2 令和４年度　秋の演能会 10月16日 会津能楽堂

出演者数　  ４２名
来場者数　　４０名 会津能楽会

「難波」「兼平」など素揺５番、「岩船」「雲林院」の
舞囃子２番、能では、クリーム色の長絹と緋色の
大口の和泉式部が優美な舞を披露した。

3 いわき市民文化祭演劇の部発表会
１１月５日～
１１月６日

いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　  ５０名
来場者数１０００名

いわき市民文化祭演
劇の部実行委員会

演劇の上演

令和４年度　第６１回福島県芸術祭参加行事一覧                             　
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1 第29回西郷村総合美術展
６月２４日～
６月２６日

西郷村文化センター
出品展数　 １１３点
来場者数　　５００名

西郷村総合美術展
実行委員会

村民、また村内に職を有する方々の素晴らしい
作品が多く出品され西郷村の文化の高さを感じ
る美術展になった。

2 第５０回福島県写真クラブ合同例会 7月10日
アクティブシニアセン
ターアオウゼ（福島市）

出品者数　  １８４名
来場者数　　１６５名 福島県写真連盟

写真技術の向上・写真文化の振興を目的に開
催。猪俣広視前民報写真報道部長を審査員に公
開審査をし、最優秀クラブ賞等を表彰した。

3
第１８回福島県刻字協会展併催
高校生刻字作品展

８月１９日～
８月２１日

コラッセふくしま
出品点数　 ２１２点
来場者数　　３００名 福島県刻字協会

刻字作家の作品69点、高校生の作品143点を展
示した。今年度は「自然をテーマに」として企画、
多くの作品を展示することができた。

4 第４６回　福島二紀展
８月２1日～
８月２6日

アクティブシニアセン
ターアオウゼ（福島市）

出品者数　 　 ９名
来場者数　２６９名 二紀会福島県支部

多くの愛好者が来場され励ましの言葉に大きな
励みとなった。また来場者と作家が作品の前で
同じ目線で語る研究会は好評だった。

5
第１７ 回
会津美里町総合美術展

８月３１日～
９月７日

会津美里町
じげんホール

出品点数　  １２１点
来場者数　１１７０名

会津美里町総合美術
展実行委員会

町に縁のある方の日本画・洋画・塑像・工芸美
術・書の５部門の作品展示。中高生の作品を招
待し次世代の美術文化を考える機会となった。

美 6 第４２回 喜多方水墨画展
９月２日～
９月５日 喜多方市厚生会館

出品者数　　  ７名
来場者数　２４０名 喜多方水墨会

共通画題を「紫陽花」「蔵」とし会員７名で６４点の
作品展示。コロナ感染防止のため受付時の対応
に細心の注意を払い無事開催できた。

7
福島ビエンナーレ２０２２
風月の芸術祭in白河

９月１０日～
１０月9日

白河市内の史跡・歴
史的建造物・商店街
等

出品点数　　  ７５点
来場者数　９２００名

風月の芸術祭
実行委員会

国際的なアーティストによる多種多様な現代アー
トの作品を市内の史跡名勝や歴史的建造物、店
舗等に展示し市内を巡回しながら触れて頂いた。

8
第５１回書淳展・
天皇家御指南 桑原翠邦顕彰展

９月１５日～
９月１８日

ギャラリーアブドウ
（会津若松市）

出品者数　　 ５０名
来場者数　　８００名 書淳会

天皇家御指南、桑原翠邦の名作と日本を代表す
る正統書の逸品を中心に役員・会員の秀作を展
示し全国各地より来場者多く大好評だった。

9 第２１回福島県勤労者写真展
９月１５日～
９月１８日

とうほう・みんなの文化
センター

出品者数　 ２０８名
来場者数　　７２０名

福島県労働福祉
協議会

福島県勤労者美術展「写真の部」を労福協が引
継ぎ、福島県、県写連、マスコミ各社等の後援を
得、当団体創立60周年記念事業として開催。

10 第３３回日本画翔成会展
９月１９日～
９月２２日

コラッセふくしま
出品者数　　２０８名
来場者数　　７２０名 日本画翔成会

日頃から研鑽を重ねた作品を見ていただく機会
を得て感謝。感染防止に留意しながら３３回目の
翔成会展を途切れることなく終えた。

11
第４３回福島市芸術文化祭主催行事

第５６回 福島市民美術展覧会
10月６日～
10月１０日

アクティブシニアセン
ターアオウゼ（福島市）

出品点数　　５６５点
来場者数　６１４５名 福島市

日本画・洋画・彫刻・工芸・書・写真の公募及びい
けばなの出瓶による展覧会で、８日には呈茶席
も実施。感染対策のため合評会は中止。

12 第６７回白河市総合美術展覧会
１０月１２日
１０月１６日 マイタウン白河

出品点数　１３２点
来場者数　 ８００名

白河市総合美術展覧
会実行委員会

白河市及び県南地域の芸術文化の振興を図る
ため、絵画・彫塑工芸・書・写真の美術展を開
催。優秀作品に市長賞・教育長賞等を授与。

13 第５９回 創美展
1０月１５日～
１０月１９日

とうほう・
みんなの文化センター

出品点数　 １１６点
来場者数１１６３名 日本画創美会

２０歳から９６歳までの会員の作成した日本画１０
３点・生け花１３点を展示。観覧者の説明要望に
は丁寧に対応し意見交換ができた。

14 第59回会津美術協会展
1０月１９日～
１０月２３日

会津若松市
文化センター

出品者数　 ８７名
来場者数　５８３名 会津美術協会

会場レイアウト，展示内容、ワークショップ等の工
夫により、おもしろい、アートの魅力を感じたなど
の声が寄せられ好評だった。

術 15 第７４回日本画彩心会展
１０月２０日～
１０月２４日

アクティブシニアセン
ターアオウゼ（福島市）

出品者数　　 ２４名
来場者数    ４０１名 日本画彩心会

日本画の持つ鮮やかな色彩や伝統技法など鑑
賞していただき、描くことの楽しさを伝え、愛好者
の拡大と一層の技術向上を図ることを目的に開
催。

16 いわき木彫クラブ木彫展
1０月２８日～
１０月３０日

いわき市文化センター
出品者数　　 ２５名
来場者数　２８３名 いわき木彫クラブ

作品点数２５０点の作品を展示。「木」とのふれあ
いの本当の面白さを漸く分る、こんな思いで制作
された作品をみて頂いた。

17 第1８回相馬市総合美術展
1１月５日～
１１月７日

スポーツアリーナそうま
出品点数　  ３４５点
来場者数　１０４５名

相馬市総合美術展
運営委員会

高校生以上の一般の部と幼児・小学生の部に分
かれ、絵画・工芸・書道・写真等多くの作品を展
示。

18
　第１７回
花見山フォトコンテスト作品展

1０月２２日～
１１月６日

福島銀行本店
1階特設ギャラリー

出品点数　  ３５点
来場者数　５００名

花見山フォトコンテス
ト　実行委員会

「花見山の四季部門」と「福島ふるさと部門」の入
賞作品を感染防止のため前半後半に分け展示。
学生対象の「ユース部門」は通して展示。

19 第６１回中島村民文化祭
1１月１日～
１１月４日

中島村生涯学習センター
輝ら里

出演者数　 ６００名
来場者数 １１００名

中島村文化団体連絡
協議会

村民の感染防止対策を取り、会員、一般、小中
学生、老人会による作品展示。盆栽・陶芸・絵手
紙、干支の絵付け等の作品に注目を集めた。

20 第６４回川俣町文化祭
1１月３日～
１１月５日

川俣町中央公民館
出品者数　  １３２名
来場者数　　３２４名 川俣町

加盟団体が多くの分野の作品を展示。また個人
展示や図書POPコンクール、フォトコンテスト展示
等のコーナーを設け文化活動の魅力を発信。

21 第４８回 白河美術協会展
1１月７日～
１１月１３日 マイタウン白河

出品者数　  　２０名
来場者数　　３６０名 白河美術協会

会員が最新作、日本画13点・洋画38点・彫塑工
芸9点を出品展示。今後も市民に潤いと安らぎを
与えられるよう切磋琢磨し頑張っていく所存。
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1
第４３回福島市芸術文化祭主催行事

第４９回 福島市民短歌大会 6月5日 福島市市民会館
出品者数　  ９８名
来場者数　　９８名 福島市

消毒等感染対策を行いながら時間を短縮して実
施。作品の発表、批評することで、市内短歌愛好
者の質的向上と親睦交流を図った。

2 第４回芭蕉白河の関俳句賞

７月１日～
９月１５日 表
彰式・句会1月
14日

公募
出句数　４９５９ 句
来場者数　　９０ 名

（表彰式・句会）

芭蕉白河の関俳句賞
実行委員会

一般の部を自由句「白河の四季折々」とテーマ句
「碑」に分け全国から俳句を募集。また「未来」を
テーマに海外からも募集、入賞作品を表彰した。

3
第４３回福島市芸術文化祭主催行事

第3５回 福島市民川柳大会
7月15日 誌上開催 出品者数　  １０４名 福島市

新型コロナウイルス感染症対策のため、昨年度
同様に誌上開催とした。

文
4

第４３回福島市芸術文化祭主催行事

第５０回 福島市民俳句大会
9月4日

キョウワグループ・
テルサホール

出品者数　  １５４名
来場者数　　１５４名 福島市

５０回大会を記念し、題詠句も募集８６６句の投
句があった。作品発表、批評をすることで、市内
俳句愛好者の質的向上と親睦を図った。

5
川俣町文学サークル
文集「むらさき30号発刊記念展」

９月３０日～
１０月２日

川俣町中央公民館
出品点数　  １１０点
来場者数　　１４８名 川俣町文学サークル

文集「むらさき」創刊号から30号までの展示と設
立から３９年間一貫として続けてきた「文学散歩」
の記録を写真パネルに編集して展示。

学
6

第５４回
いわき市民短歌大会

10月23日 誌上大会 出詠数　  　６７首 いわき市短歌連盟
コロナ感染防止の視点から誌上大会とした。選
者の伊藤正幸，水竹圭一氏により１３名に賞を授
与、選評を全出詠者に郵送した。

7
第５０回
いわき市民俳句大会

11月3日 いわき市文化センター
出句数　　 ６６４句
来場者数　　５５名 いわき市俳句連盟

５０回の記念の大会で投句者数１３０名、出席者
５５名、入賞２１作品。俳誌「蘭」主宰高﨑会長が
「わが人生と俳句」を演題に講演を行った。

舞
1

いわき市舞踊連盟
第１４回舞踊発表会

10月2日
いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　  ７０名
来場者数　８００名 いわき市舞踊連盟

コロナ禍の中での開催だったが、感染対策を各
自の責任のもとに徹底し舞踊発表を楽しんでい
ただいた。

踊
2

ダンスムーブメント２０２２　第３２回
レオキャッツダンススタジオ発表会

11月20日
喜多方プラザ
文化センター

出演者数　  ７０名
来場者数　７００名

レオキャッツダンス
ムーブメントスタジオ

オープニング、ダンスムーブメント・理不尽な世
界、和の世界、白虎、オリジナルダンス「キャッ
ツ」どの作品も力作となり発表できた。

3
第４３回福島市芸術文化祭主催行事
第４３回 「舞踊への招待」 11月20日

キョウワグループ・
テルサホール

出演者数　  ９５名
来場者数　３３６名 福島市

福島市文連加盟の洋舞団体が練習成果を発
表。昨年度は、来場者を出演団体の招待者に限
定したが、制限なしで多くの観客が鑑賞した。

生
1 いわき市民文化祭市民茶会 新型コロナウイルス感染防止のため中止

活
2 第６１回 諸流いけばな展 新型コロナウイルス感染防止のため中止

1 第１４回 白河市民芸能大会 7月9日 白河文化交流館コミネス
出演者数　 ２００名
来場者数　１００名 白河市文化団体連合会

白河市文化団体連合会加盟の２０団体が、大正
琴や唄、舞踊、太鼓など全３０演目を披露した。

2 第６０回保原町文化祭
会場の保原体育館が新型コロナウイルスワクチ
ン接種会場になったため中止

総 3 第４３回内郷地区総合文化祭
９月２４日～
２５日
１０月１６日

内郷公民館
内郷コミュニティセン
ター

出演・品数　２３５名
来場者数　　８００名 内郷地区文化協会

芸能の部と展示の部で4年ぶりの開催。参加
サークルは生き生きとしたしたステージ披露。円
滑な運営と熱気を感じた文化祭だった。

4 第３６回　相馬市芸能大会 9月25日 相馬市民会館
出演者数　  ７７名
来場者数　２５０名

相馬市文化団体
連絡協議会

相馬市文団連加入のうち、芸能部門約８団体が
出演しコロナウィルス感染防止のため規模を縮
小して実施。

5 令和４年度伊達町総合文化祭
１０月１日～
１１月６日

ふるさと会館・伊達体育
館・伊達中央交流館

出演・品数１３８８名
来場者数　１６５４名

伊達町文化団体連絡
協議会

山野草展示会・芸能発表会 ・囲碁・将棋大会 ・
総合展示会を開催。芸能発表会は３年ぶりに有
観客て実施。出品数1138点出演者250名。

6 第３回　川俣町芸能祭 10月2日 川俣町中央公民館
出演団体数１８団体
来場者数　　　８２名 川俣町

詩吟、歌謡曲、フォルクローレ、フラダンス等３６
曲を出演者175人で披露。マイクカバーの取換な
どの感染症対策を徹底して開催。

合 7 令和４年度 須賀川市文化祭
１０月２日～
１２月４日

須賀川市民交流センター
須賀川市文化センター
風流のはじめ館

出演団体数１４団体
来場者数　５９００名

須賀川市文化祭
実行委員会

社会教育関係団体の代表者が実行委員会を組
織し発表部門１1行事・展示部門３行事を開催し
た。

8 第５３回常磐地区文化祭
１０月1５日～
１６日 常磐公民館

出演者数　  ４５名
来場者数　２２８名

常磐地区文化祭実行
委員会

文化協会加入団体と公民館活動団体及び地区
の小中高の児童生徒による成果発表。

9 第1６回本宮市文化祭
１０月１５日～
１１月１９日

中央公民館・白沢公民館・
サンライズもとみや・白沢
ふれあい文化ホール

出演団体数４４団体
来場者数　３５００名

本宮市文化団体
連絡協議会

10/15開会式の後、本宮会場と白沢会場それぞ
れ展示と芸能発表会を出品者・参加者２２０名、
出演者１９０名の参加11/9閉会式で無事終了。

10
第４３回福島市芸術文化祭主催行事
第４２回 福島市芸能祭 10月16日

キョウワグループ・
テルサホール

出演者数　　１５０名
来場者数　　３００名 福島市

消毒等感染対策を行いながら時間を短縮して実
施。市内の舞踊、歌謡、フラダンス等の愛好者が
練習成果を発表した。
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11
第４５回
小名浜地区総合市民文化祭

１０月２２日～
２３日

小名浜公民館
小名浜市民会館

出演団体数３７団体
来場者数　２３３３名

小名浜地区総合市民
文化祭実行委員会

第４５回節目であるため、展示及び芸能を２日間
にわたり開催。４年ぶりの開催、出演者来場者と
もに喜び盛況であった。

12 第４６回平田村文化祭
１０月２２日～
２３日

ひらた清風中学校
体育館

出演団体数２６団体
来場者数　　６５５名

平田村文化祭
実行委員会

みんなで作ろう文化の村をテーマに村民の研
究、創作及び練習の成果を発表し、それを鑑賞し
た。公民館建築に伴い展示は規模縮小した。

総 13 第４０回好間地区総合文化祭 11月3日 好間公民館
出演団体数　８団体
来場者数　　１５０名 好間地区文化協会

従来は芸能・展示・ダンスの部と日にちを置い
だったが今回初めての同一日開催とし来場者か
ら好評だった。出演者９０名、作品５０点の参加。

14
第４０回
西郷村文化祭

10月23日 西郷村文化センター
出演・出品者１１５名
来場者数　　１４０名

西郷村文化祭
実行委員会

芸能発表会・作品展示では協会団体のみなら
ず、幅広い参加があった。また、お茶会、囲碁の
体験コーナーなど賑わいのある文化祭となった。

15
令和４年度
第４０回 大玉村文化祭

１０月２６日～
1０月３１日

大玉村農村環境改善セ
ンター・大玉村屋内運動
場・大玉村歴史資料館

出演団体数１３団体
来場者数　　８５０名

大玉村文化団体
連絡協議会

コロナ感染症の急激な拡大により、各種発表を
中止とし、作品展示のみ開催。出品数は1119
点。11/3にはふるさと歴史講演会を開催。

16
第5２回勿来地区総合文化展
第４９回勿来地区総合芸能祭

１１月１３日～
１４日

勿来市民会館
出演団体数１８団体
来場者数　　２００名 勿来地区文化協会

総合芸能祭を勿来市民会館で出演者２００名。日
ごろの成果を十分発揮。また総合文化展を植田
公民館で参加団体減少で出品数１９３点。

17 第５１回国見町文化祭
１１月５日～
６日

観月台文化センター
出演団体数１４団体
来場者数　　７４１名

国見町文化団体
連絡協議会

音楽芸能発表会では、生き生きと演技する会員
に多くの皆様が拍手で応援。また展示会では魂
のこもった芸術の数々は見応え十分だった。

18 第４９回四倉地区市民文化祭
１月３日
１１月１2日～
１３日

四倉公民館
出演者数　 １３６名
来場者数　　２００名 四倉地区文化協会

（芸能）合唱・民謡・民舞・洋舞・カラオケ（展示）
絵画・書道・陶芸・俳句・川柳・万年青などの展
示。自己生涯学習と文化芸術の向上を目指し
た。

19
第２５回久之浜・大久地区
市民文化祭

１１月３日
1１月６日

久之浜第一小学校
久之浜公民館

出演団体数１９団体
来場者数　　１８４名

久之浜・大久地区市
民文化祭実行委員会

感染防止を徹底しい密をを防ぐため体育館にお
いて時間短縮で開催。展示の部は喫茶コーナー
を中止したが、素敵な作品が多く出品された。

20 第５０回霊山町文化祭
11月5日～
1１月６日

霊山町中央交流館
霊山体育館

出演出品者３８７名
来場者数　　７６９名

霊山町文化団体連絡
協議会

芸能発表会では、３年ぶりのオープニングセレモ
ニーを開催幼稚園児の発表が見れた。展示はシ
ルバー作品展との同時開催で盛況だった。

合 21 第２４回中島村芸能祭 11月27日
中島村生涯学習セン
ター輝ら里

出演団体数１３団体
来場者数　　１８０名

中島村
文化団体連絡協議会

３年ぶりの開催となった芸能祭は、大正琴の演奏
より始まり幼稚園児から９１歳の高齢者まで幅広
い年齢層の演技に会場は盛り上がった。

22
南相馬市芸術文化協会原町支部
第10回文化祭

11月１２日～
1１月１３日

南相馬市民文化会館
ゆめはっと

出演団体数　９団体
来場者数　　３７４名

南相馬市芸術文化協
会原町支部

文芸・美術・生活文化・研究部門展示と音楽・舞
踊部門の団体による演技発表。展示には９０名
舞台発表には６９名が参加があった。

23 第３９回遠野地区市民文化祭 新型コロナウイルス感染防止のため中止

24 第２６回平地区総合市民文化祭
１１月１８日～
1１月２０日

いわき芸術文化交流館
アリオス

出演者数　 ３５０名
来場者数　１２００名

平地区総合市民文化
祭実行委員会

芸能の部ー舞踊・民謡・詩吟・音曲・洋舞等の発
表。展示の部ー書道等の展示発表。

総観客数 61,548 名

申込数　音楽 19　 演劇 ３ 　 美術 ２１　 文学 ７　 舞踊 ３　 生活文化 ２　 総合 ２４　　総計 ７９

実績　　 音楽 1８　 演劇 ３ 　 美術 ２１　 文学 ７　 舞踊 ３　 生活文化 ０　総合 ２２　　総計 ７４
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